
◇

◇

◇

◇ 観光資源については、町内の関係団体（工業・商業・農業）との連携が重要である。

◇ 町の観光に関し、もっと積極的にアピールする姿勢が必要。

◇ 観光協会に関し、次のような改革や取り組み等が必要。
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○観光協会補助事業 《産業振興課》

寒川神社という大きな観光資源があるにもかかわらず、有効に活用されていない。ま
た、それをいかに活かし、将来の町の観光政策をどうしたいのかという明確なビジョン
も感じられない。

◇

事務局は、事務局長をはじめ非常勤の職員で構成されており、常勤職員がいない
ため、それなりの事業規模になってしまっている。

非常勤（月１４日勤務）の事務局長に対し、月額約２２万円の報酬を支出している。

ＨＰアクセス数やブログ更新回数などからすると、現状ではＩＴを有効に使いこなし
ているとは言い難い。

将来の町の観光をどのようにするのか、町民・事業者・町の役割分担等を含めた中長
期的なビジョンを早急に作り、内外にアピールすることが必要。

事業目的を「寒川の魅力を再発見してもらう」としており、非常に受動的である。

町の観光資源に関し、その掘り起こしと活用が不十分であり、ＰＲもできていない。

◇

＊

＊

中長期の計画を策定し、体制を一新したうえで、新たな試みや大きなプロジェクト（北口商店街、寒川神

社の参道計画等）を行うのであれば、観光協会の人員や設備などに先行投資が必要になると考えられる

ため、予算の増額もあり得る。ただし、将来的には独自収入の確保による自立が望ましい。

事業費に予算の２０％程度しか使えない現況では、イベント等の充実は困難である。商工会などが中心

となり、寒川の観光の方向性を見出すためには、事業費としての増額はあり得る。

観光協会の運営状況について、次の点が問題である。

事務局長については、ＨＰ・ブログ・ツイッター・フェイスブックなどの観光客増加に
有効なＩＴに精通している常勤可能な若手事務局長の公募が可能であろう。新たな
観光を模索するのであれば、現体制の抜本的改革が必要不可欠。

＊

事 業 の 方 向 性事 業 の 方 向 性事 業 の 方 向 性事 業 の 方 向 性 　　拡　充　　拡　充　　拡　充　　拡　充　（委員別内訳　拡充：３、現行：１、抜本的見直し：１）

予　 　算 　　額予　 　算 　　額予　 　算 　　額予　 　算 　　額 　　現　行　　　現　行　　　現　行　　　現　行　（委員別内訳　現行：３、増額：２）

イベント等の事業の充実が必要。駅前広場を活用し、生産農家との連携による直
売会の実施など、集客実績を積み重ねるような地道な努力が必要。

＊

＊

◇

◇

《補助意見：増額》　

現時点では現行どおりとするが、観光協会は予算内での効率的・効果的な事業実施に
ついて工夫をするとともに、会員の確保に努め、自立化を図ることが必要である。事務
局長の交代等を含む現体制の抜本的改革を行わない限り、予算の減額は必至であ
る。

◇
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(委員長) 補助金について、概要説明書では 24 年度 836 万 6 千円と書いてあるが、観光協会

の総会資料では 900 万円と書いてある。この違いは何か。 

(担当)  収入済額のところに 900 万円とあり、観光協会収支決算書の表の上に町返戻額とい

うことで 63 万 3 千 881 円としてある。900 万円からこの約 63 万円 4 千円を引いた数字が

836 万 6 千円である。 

(委員長)  この返戻額については、観光協会収支決算書の支出の部にも入っているのか。 

(担当)  入っていない。収入済額から支出済額を差し引いて、更に余剰額を町に返して、そ

の残りを観光協会の繰り越しという形にしている。 

(委員長)  事業費補助ではなく丸抱えの運営費補助で、その運営費も半分くらいが人件費だ

から、余ったら返すということか。事務局長は常勤か。 

(担当) 月 14 日の非常勤である。 

(委員長) 賃金というのはアルバイト代か。単価幾らで行っているのか。 

(担当)  900 円である。 

(委員長)  事務局長の報酬に変動はあるか。 

(担当) ここ数年変わっていない。 

(委員長)  月 14 日勤務の事務局長で、それなりに仕事は忙しいのか。 

(主管課長)  月 14 日では対応しきれない部分がかなりある。 

(委員長)  観光協会の資料として「平成 24 年度収支決算書(総合体育館駐車場特別会計)」と

いうものが添付されているが、これはどのような事業か。 

(主管課長)  これは総合体育館の隣にある公園の駐車場を、総合体育館が閉まっている年末

年始(12 月 31 日から 1月 3 日まで)の４日間について、町が観光協会に目的外使用を認め、

観光協会で寒川神社への参拝客用駐車場として運営するという事業である。そこで上がっ

た収益から、観光協会が委託した業者への諸費用を差し引いた額の半分を町に寄付し、残

りを純収益ということで、将来、観光案内事務所を作るための基金として積み立てている

ものである。 

(委員長)  純収益を年度内の事業費には充てないのか。 

(担当)  観光協会は、商工会に間借りしている状況であり、また、寒川神社の参拝客をどの

ように町内で回していくのかという点を第一に考えた場合、神社周辺に案内所兼事務所を

設けたいという希望があり、その資金を積み立てていくとのことである。 

(委員長)  財産目録を見ると、積立金としては既に 289 万円もある。 

(担当)  これは以前に体育館 3 階の喫茶室で、観光協会の案内所のような形で運営していた

ことがあり、その際に出た利益の積み立て分である。それ以前の積み立て分も若干入って

はいる。 

(委員長)  町に寄付をしていると言うけれど、町が他に直接委託すれば、その部分が全て町

に入る形になるので、町から 97 万 4 千 222 円の特別な補助を出しているとも言える。総合

体育館が休みなのは、年 4 日間だけか。 

(主管課長) 連続してはここだけである。あとは、隔週月曜日が休みではあるが、連続はし

ておらず、また、公園利用者がいるので駐車場は開放し、無料である。 

(委員長)  年末年始の営業で、1 日 73 万 6 千円というのはすごい。736 台の車が出入りして

いるということなので、その時に何か売ったらどうか。 

(主管課長) ご意見のとおり、花とか地場の物を売ったらどうかという提案を担当課から観

光協会に行ったが、準備が間に合わないということで昨年度は対応してもらえなかった状

況である。 

(委員長)  受託業者は何人くらいで対応していたのか。 



(担当)  6 人くらいである。今後も同様に行うようであれば、観光パンフレットを配ったり、

町の花やシクラメンを売ったりなど、観光協会に対して指導していくつもりである。 

(委員) 問題は、寒川神社の周りに活気がないことである。食事をする場所もなく、物を売

っている場所もなく、神社があるだけである。寒川神社を中心に観光を考えて、そこに観

光協会の建物を作ってもしょうがないと思う。町の商店街の人がどれだけ首を突っ込んで

いるのか、というのを聞きたい。寒川・宮山駅前の商店街の店主が、この観光事業に対し

どれだけの熱意を持って動くかによると思う。役場がいくら頑張っても駄目だと思う。 

(主管課長) 商工会、観光協会を含めた中で、寒川神社門前町構想という神社南側に土産物

屋などの商店を設置し、できたら宿泊施設までをも含めて、まちづくりをしていったらど

うかという話が検討されていると聞いている。 

(委員長)  この財政調整基金積立金は現在 289 万 7 千円だが、目標額がいくらで、その目標

額で何をするつもりなのか。 

(主管課長) 目標額までは把握していないが、観光協会としては、神社の周辺、または隣接

した場所に事務所兼観光案内所とお土産も売る施設を設置したいと考えている。 

(委員長)  建屋を建てるのであれば、何千万円もかかるのでは。 

(主管課長) 現存する建物を借りて、中のリフォームをした形で対応したいという考えで、

当座の家賃と軌道に乗るまでの家賃等について基金の中で対応していきたいということで

ある。 

(委員長)  その必要はあるのか。補助金をもらっても余ったら返しているわけだから、プー

ルをせずに、その分を運営費に回す。そうすれば少なくとも年度あたり 180 万円くらいに

はなるので、180 万円あったら 1 か月 15万円くらいの家賃なら払えるので、そのようにし

た方が良いのでは。 

(主管課長) 観光拠点を見つけたら、すぐにでもそこに拠点を移したい考えである。 

(委員長)  現時点で見つかっていないのであれば、全部町に返すべきである。言葉は悪いか

もしれないが、あぶく銭なのだから。自分たちは何もしないで、町の資産を使って業務を

他の会社に委託し差額として 90 万円も貰っている。それでも、使うのであればいいが、「い

つやるのか？」と聞いても「今はお金を貯めている」という話で、使わないでとりあえず

プールしているというのはいかがなものか。小さくてもいいから始めて、それから大きく

していくという形にしないと、お金が貯まってからやるというのでは遅いのではないか。 

(担当)  例えば、いつできるかは分からないから、町に全額返してしまい、その物件が見つ

かった際に「敷金、礼金が必要です」となった時にどこからお金を出すのか、という問題

がある。すぐに町からその分を追加で補助することはできないので、このような形態をと

っているところである。 

(委員)  せっかく寒川駅前を再開発したのだから、駅前に観光協会を作ったらどうか。 

(委員)  神社は神社でやってもらえばいいのではないか。 

(委員)  観光協会は、今やっている事業がいろいろなところで軌道にのり、取りまとめをし

ているのでは。将来的に長いスパンで考える必要がある門前町の構想はどこがメインでや

るのか。観光協会それとも商工会なのか。 

(主管課長)  町としては、民間主体で声をあげていただきたいと思っている。観光協会、商

工会、そちらで対応するということになっている。また、神社の宮司さん、町長、商工会

会長、観光協会会長の 4 者で、正式なものではないのだが、今後の観光施策についての懇

談会を定期的に行っているところである。 

(委員)  構想についての検討は始まっているとのことだか、この約 290 万円という基金につ

いては、結局、使う先が決まっていないという感じがする。 

(主管課長) 基金と門前町構想とは別である。今は神社に来るお客さんが、そこで買い物を

する場所もなく、その情報を仕入れる所もないわけで、神社のそばに事務所を設けて、ア

ンテナショップ的な機能を持ち、事務所も兼ねるような場所を作りたい、という考え方で



ある。 

(委員)  目星はあるのか。 

(主管課長) 神社周辺でいくつかあたっているようだが、交渉の部分があるので詳しいとこ

ろまでは聞いていない。 

(委員長)  現状分析はどの程度しているのか。寒川神社には年間 180 万人来るとのことだが、

そのうち年末年始の 4 日間で何人くらいの人が来るのか。また、公共交通機関で来る人が

何人、車で来る人が何人、などの内訳に関する部分までの分析などはされているのか。 

(主管課長) していない。 

(委員長)  現状分析をしないと、観光協会をどこに置いたらいいのか分からないのでは。自

分の経験からしても、駐車場に車を置いたら、駐車場と神社の往復だけで、神社の外側に

観光協会があっても結局行かないと思う。しかし、公共交通機関で来る人がある程度いる

というのであれば、駅のそばに観光協会を作ったほうがいい。やはりそのへんの現状分析

をきちんとするべきだと思う。 

(副委員長)  町として、行政の施政として、寒川町の観光をこれからどのように持っていき

たいという施政は何かあるのか。 

(主管課長) 現状を言うと、大きな目玉というのは寒川神社しかないので、まずは、町民の

皆さんに寒川町の観光資源だったり、イベントだったり、そういった部分で町の再発見を

していただいて、町に誇りを持っていただき、「寒川ってこんな良いところなんだよ」とい

うふうな環境を作っていきたい。新しい観光資源を作らなくてはいけないのも十分承知し

ているが、歴史と伝統の中で培われてきた資源もある。ガイドマップにもいろいろ観光資

源があるので、こういったものを活用して観光を推進していきたいと考えている。やはり、

おもてなしということが大事であるため、まず、自分の家に人を招く時にはどうするかと

いうと、やはり玄関や家の中を掃除したり、庭を掃除したりということで、環境を整えて

招き入れると思う。食事をご馳走する時には、外の物ではなく、自分の家の近くで採れた

ものでおもてなしをすると思うし、また帰りに何かお土産を持たせるのであれば、地元の

ものを持たせるということになると思う。その考えを広げて、町の観光に当てはめていく

のが、まずは地域資源を生かした魅力ある観光づくりをする策ではないのかなと考えてい

る。 

(副委員長)  もう一つ先を見てもらえないか。というのは、この委員会でも過去に取り上げ

たが、現実に何千万円と注ぎ込んでいるのがツインシティ構想。これだけ大きな事業で、

町としても相当なお金を注ぎ込んでやろうとしている。あれができたら駅前の観光どころ

ではない。町として、こういう施策を打っていくのなら、観光事業としても将来を見据え

た上で見解を示して、町民、商工業、農業の方々と一緒に「こういう方向に持っていきた

いんだ」ということを議論していただければ、大変有難いと思う。 

(委員長)  町民や関係団体等を巻き込んだ、寒川の観光に関する協議会のようなものは何か

あるのか。 

(主管課長) 現在は特にない。 

(委員長)  それをやらないと、何も始まらないと思われる。例えば、寒川神社という観光資

源があるのだから、それをどういうふうに活かしていくのか、きちんと話し合う場が無い

と、「お金をちょっと貯めてます」とか「場所は未定」のような担当者レベルになってしま

う。寒川神社は正月に駅を利用する人が多いから観光協会が音頭をとってシャトルバスを

運行するなどの大きなイベントをやらないと。今の人員体制がアルバイトを含めて 4名し

かいないので、大きなことはできないと言っていると、今と変わらない状態が今後も続く。

町からの補助金は年に800万円でそんな多く無いように見えるが、10年経てば8千万円だ。

やはり抜本的に何かを考えてやっていかないと、という気がする。 

(委員)  外国人に対してのアピールは何かしているのか。 

(主管課長) 町関係部署と連携して、県の「新たな観光の核づくり事業」というものに寒川



も手を挙げてみようかということで、いろいろと検討は行った。結果的に言うと直前で断

念はしたのだが、縦貫道もでき、羽田や成田からのアクセスも良くなるので、寒川独自と

いうとなかなか厳しいので、横浜、鎌倉、箱根、大山などの中心に寒川は位置していると

いうことから、寒川にも立ち寄ってもらえるように検討を進めたいと思う。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



概要説明書概要説明書概要説明書概要説明書

○事務事業・事務経費の概要○事務事業・事務経費の概要○事務事業・事務経費の概要○事務事業・事務経費の概要

○平成24年度実施内容○平成24年度実施内容○平成24年度実施内容○平成24年度実施内容 (単位：千円)

○委託業務の有無 ： □ 有 ■ 無

（ 委託業務名と委託先 ）

○補助金の有無 ： ■ 有 □ 無

（ 補助金名と補助先 寒川町観光協会補助金　・　寒川町観光協会 ）

(a)

平成25年度

予算額

8,200

主な事務の

内容とその額

事務 詳細内容

平成24年度

決算見込額

8,366補助金の交付申請に基づき、前年10月頃

の予算要望段階の内容と比較するととも

に、事業内容を精査し、補助金を交付する。

【自主財源確保のための取組指導】

　会員の拡大、加入促進

　グッズ販売

　年末年始の中央公園駐車場の管理運営

【事務局体制の検討】

　月14日勤務の事務局長、事務局次長、非

常勤事務職員、週１回程度のアルバイトの

４名体制で何ができるか、どこまでできる

か、町として何を求めるのか、常勤職員不

在で協会として充実した活動ができるのか、

協議をすすめている。

【観光案内所の検討】

　寒川神社の参拝客に対して、町内での滞

在時間を延ばし、お金を使っていただく観光

客に変えていくには、寒川神社周辺に観光

案内所の設置が必要である。協会の事務

局は商工会館の一部に間借りをしており、さ

らに土日祝日は休みであるため、観光案内

などができる状況ではない。そのようなこと

から神社周辺への事務所兼案内所の設置

に向けて候補地の絞り込みをするよう指導

している。

体系コード ５１５２－０１

事務事業・事務経費名

主管課等名

観光協会補助事業

産業振興課観光担当

実施方法

補助金の交付

目　的

概　要

平成24年度の指標

3

平成24年度の実績

3

目　標

事業を実施することにより観光客及び町民に寒川の魅力を再発見してもらう。

町の観光振興の総合的推進を図る観光協会に対して補助を行うことで、町の観光資源のPRや

町民参加型の観光事業などの事業展開を行う。

観光振興に向けた事業数

（観光協会主催事業：史跡収穫ウォーク・写真コンクール）

平成24年度の指標

200

平成24年度の実績

163

効　果 観光事業への参加者数（人）

事業費・経費　計 8,2008,366

観光協会への指導など

×0.055人）

(b)

361平成24年度人件費相当額

（平均給与額

　＠6,566千円

本事業・経費に係る費用の計

(a)+(b)

8,727



概要説明書概要説明書概要説明書概要説明書

○平成24年度の実施状況に対する内部評価○平成24年度の実施状況に対する内部評価○平成24年度の実施状況に対する内部評価○平成24年度の実施状況に対する内部評価

・必要な事務事業か ■ 妥当である

・事務事業のニーズは □

・事務事業の公共性は □ あまり妥当ではない

・社会環境変化 □ 妥当ではない

■

□ 町が行った方がよい

□

□ 町が行うべきではない

・成果指標の達成度 ■ 成果が上がっている

・活動内容は適切か □

□ 成果が上がっていない

・効率的に行われているか ■ 適切である

・コストの削減

□ 適切ではあるが

・実施手法

　　改善の余地がある

・受益者負担 □ 効率的でない

○その他○その他○その他○その他

評価の視点

どちらかと言えば妥当である

有

効

性

・町民との協働は進めているのか

・町が実施しない場合の影響は

町が主体と

なって実施

する必要が

あるのか

妥

当

性

対象者の満

足度や事業

の達成度は

どうか

事務事業を

実施する必

要があるの

か

評価評価のポイント

史跡・収穫ウォーク、写真コンクール、パン

フレット製作、ボランティアガイドの養成など

町の政策目的の実現に一定の役割を観光

協会が補っているため、補助金は必要であ

ると考える。

温泉地などの観光地であれば、宿泊施設や

土産屋が、観光客獲得のために観光協会

の会員となり、協会の運営を支えることにな

るが、寒川町の状況では、町が支援しない

と運営できない。

成果は十分とは言えない

特記事項

（事業の沿革等）

必要性

（事業規模の縮

小や休廃止した

際の影響等）

観光協会は、月14日勤務の常務理事兼事務局長、事務局次長、非常勤事務職員の3名に加え、ホーム

ページの更新を主な業務として週1回程度出勤するアルバイトの4名体制となっている。この体制で、観光協

会の目的実現やさまざまな団体と協力しながら観光資源となる事業を実施したり、観光ボランティアガイド

の養成などをしているが、その財源は会費と町補助金である。町が補助金を廃止した場合、観光協会が

補っていた事業を町が行うことになり、単純に計算すると常勤で２名が必要となる。また行政では会費収入

を得ることはできないため、その分の補填も必要となる。役場に観光担当があり、町に観光協会が存在して

いれば、観光に対してさらに事業展開するように期待や要望が高まることは必然である。「寒川町は観光地

ではない」とおもいきった判断をして、観光担当の廃止、観光協会の廃止をしない限りは、拡大・充実の方

向であり、中途半端に縮小はできない。

町における

類似事業

比較参考値

（他自治体の状

況・ベンチマーク

等）

平成25年度(現

時点)の状況と今

後の方針

観光協会を一般社団法人化することで、組織としての管理体制と責任の所在が明確になり社会的認知度と

信頼性が増すことになります。このことにより指定管理などの新たな事業展開が可能となります。そのため

には、同時進行で常勤職員の配置についても検討を進める必要があります。財政基盤の確立と事務局体

制を強化するための取り組みについては、町としても可能な範囲で協力と支援を行っていく。

平成25年度に向

けた課題

寒川神社の参拝客を史跡・文化財など豊かな自然や農産物直売所や飲食店へ誘導し、観光客としての消

費活動につなげられるかが大きな課題である。そのためには、寒川神社周辺に観光協会の事務所を兼ね

た観光案内所が必要と考えます。その設置費用などの初期投資資金をいかに確保できるか、全国的には、

収益事業の一環として地方自治体の観光案内所や博物館、駐車場などの運営を指定管理者として受託す

るケースがみられますので、このようなことも検討する必要があると考えます。

藤沢

茅ヶ崎

鎌倉

平塚

二宮

大磯

61,843,000

27,796,000

44,551,000

13,700,000

9,120,000

14,694,000

【水と緑の推進事業】

　　（共催）小出川彼岸花まつり

　　（共催）びっちょり祭（実行委員会事務局）

【地域文化奨励事業】

　　（主催）史跡・収穫ウォーク

　　（主催）写真展

【基盤充実事業】

　　観光サポーターの組織化

　　観光ボランティアガイド養成

　　広域連携（寒河江市・藤沢市・茅ヶ崎市・平塚市）

　　ＨＰ、ブログでの観光情報発信

【後援事業】

　　獅子舞の会や大凧まつりなど、多くの後援をして

　　いる

ホームページの更新やパンフレット製作も

頻繁に行われており、誘客につながる新鮮

な観光情報の提供ができている。

物販など収入につながる事業を実施した

り、参加者負担のみでイベントを開催するな

どの工夫をしている。

・町が実施すべき事務事業か

町が行うべき必然性は低い

町が行わなければならない

理由

効

率

性

事業費・経

費に無駄は

ないか



事前質問等に対する回答

委員氏名 確認したい内容（希望する資料） 回　答

開始事業年度 　平成3年度からです。

観光協会の組織・事業全体がわかる資料、財

務諸表会費金額等

　別添「平成25年度定期総会」資料をご参照くだ

さい。

町役場の観光担当の業務内容と人容

【業務内容】

　実行委員会の構成団体に加わり、イベントを開

催。

　さまざまな団体が開催するイベントのＰＲや支

援。

　マスメディアや観光客に対する、観光資源の

PR。

　フィルムコミッション的な業務。

　観光協会に対する指導、助言、支援。

　周辺自治体と連携した観光キャンペーン。

【人容】

　商工と労政を兼務する職員５名です。

比較参考値の数字は何を表しているのか？

　近隣自治体が平成25年度に観光協会に支出

する

予定の補助金予算額です。

町として入り込み観光客数や観光収入の目標

値はないのか？

　観光客数は、総合計画では平成32年度に250

万人を目標指数としています。この数値は神社

の参拝客に加え、観光協会主催のイベント参加

者や町外からの集客に貢献している直売所への

買い物客を加えた目標としています。

　ただし、県に報告している入り込み観光客数

（県の統計数値）は、神社の参拝客数のみであ

り、過去からの比較ができなくなるので、観光客

が集まるような新名所や新イベントができない限

りは変更することができないと指導を受けていま

すので、総合計画の目標値との差が生じます。

　また、観光収入については、土産店や宿泊施

設がないので、目標値を設定していません。

寒川町の観光の目玉である寒川神社との連

携のため、協会と町との三者での会議等を持

たれているのか伺いたい。

　商工会を加えた四者のそれぞれトップは定期

開催ではありませんが、会談の機会を設けてい

ます。

　また、観光協会の理事に寒川神社と町も加

わっていますので、定期的に意見交換はしてお

ります。

町の観光パンフレットを希望したい。

　ガイドマップを添付します。  ※省略

収支に関する決算資料

　別添「平成25年度定期総会」資料をご参照くだ

さい。

各事業ごとの収支内訳となる資料

（水と緑の推進事業・基盤充実事業・地域文化

奨励事業・後援事業等）

　別添「平成25年度定期総会」資料をご参照くだ

さい。

観光協会補助事業 《産業振興課》

石田

委員長

新木委員

宮内

副委員長



平成２４年度決算見込額（８，３６６千円）の支

出明細を提出下さい。観光案内所ありきで

は？

　別添「平成25年度定期総会」資料をご参照くだ

さい。

寒川町の魅力ある観光資源とは何が考えられ

ますか？具体的に

　寒川神社をはじめとして、史跡・文化財、相模

川、メロン、スイトピーなどが考えられます。

観光ボランティアガイドの育成をしているとあり

ますが、誰が、何を？

　観光協会が寒川町を訪れる人々に、寒川神社

を始めとする、寒川の景観、自然、歴史、文化、

産業（工業、商業、農業）、伝統芸能、イベント等

を紹介・案内する観光ボランティアを募集し、26

年度からガイド活動を実施する予定で、25年度

は基礎研修を実施しています。

観光事業に寒川駅前、宮山駅前商店街の積

極的参画はありますか？

　茅ヶ崎海岸浜降祭と同日に初めて実施した、さ

むかわ神輿まつりには、会場を盛り上げるため

に、寒川駅北口商店会が定期的に実施している

朝市の日程を変更して参画しました。

　また寒川駅北口商店会では、冬の時期には商

店会の活性化を目的にしていますが、駅前公園

にイルミネーションを点灯させています。

　宮山駅前は数店舗が点在しているだけで、商

店会組織もないので、参画はありません。

二宮町では商店街店主がリーダーとなり観光

事業を展開している情報がありますが、見学し

ましたか？

　二宮町のさまざまな業種の商店主らでつくるグ

ループが２００１年４月の生涯学習センターラディ

アンの開館をきっかけに街を活性化させようと始

めた、日曜朝市のことでしょうか？来場者の声を

聞きながら、季節感を大切にし、目玉となる店を

出したり、品ぞろえを増やしたり、くつろげるイス

やテーブルを用意したりするなど工夫を重ねてき

たことで、月１回の開催日には来場者であふれ

ているようです。

生田委員














































